エチオピア ノ ゲンバ カラ ミタ ジゾク カノウナ リスウカ キョウイク カイゼン ノ テンボウ by 東田 晴弘 & Haruhiro HIGASHIDA
|研究ノート| 鳴門教育大学国際教育協力研究 第8号。 25-30.2014 
エチオピアの現場から見た持続可能な理数科教育改善の展望





City Government of Addis Ababa Education .Bureau 
Abstracl: The long-term prospect for strengthening math and science education in 
Ethiopia is“Forming a continuous volunteer science and math teachers' 
口rcleby themselves". This much 1 can say with a confidence. Cascaded 
study and training for in-service teachers are very help白1for them for the 
present. However. it's more important to consider what are the destinations 
of true voluntary training vision should be in 10-20 years. Without being 
aware of this long-term prospect. we easily fal into focusing on visible 
results like forming module training for in-service teachers and making 
workbook for students. As a result. we would make light of developing 
Ethiopian teachers' initiative. On the other hand. we should be aware也at
Ethiopian math and seience teachers can improve their classes. make their 
lesson materials together wi出 theirteam and develop their surroundings to 
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• Sub city focal pe日on
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who are doing actual work 





職者研修 (Loca!In-Service Education and Train印g)
を実践的な内容で起動させ自発的研修に繋げる
エチオピアの理数科教育改善プロジェクトのガイド
ラインでは，カスケード型の研修を3段階の階層に分
けている 国レベルの研修の次に，州(アディス ア
ベバ特別市はこれに含める)レベルの研修，そして最
後に地域レベルの研修を行うとなっている.実際には
アディス・アベパ特別市の場合でこの 1年間に地域レ
ベル(サブシティー，区に相当し 10ある)の研修は
10のサブシティーのうち 2つのみ実験実習を伴った
セミナーを行った
現在，新年度 (9月以降)にはアディス・アベパ市
教育局理数科教育改善課の同僚は 10のサブシティー
でそれぞれ4日間の各科目のトレーニングを実施(ト
レーニングに先立つて準備のためのワークショップを
3-4日取る)する意向である.この意向を現実のも
のに，エチオピアの教育行政担当者がすることができ
れば，現場の教員の中に， もっとこういうセミナー/
トレーニングをやって欲しい，自分でもやっていきた
いという動きに繋げれれば，長期ピジョンの実現に一
歩近づくことになるだろう
φ課題④統合効果を発揮させた支援を
lA:顕微鏡の権保システムl
大多数の顕微鏡がない小学校への地域のクラスター
単位での共用システム(地域の大学実験室に眠ってい
る顕微鏡ヒオでに確保できている小学校の顕微鏡)
1B;化学薬品の確保システム|
地方の小学校では，理科実験で使用する化学薬品は，
首都アディス・アベパまで時間と交通費を掛けて購入
するが，小売業者が発達していないため少量の薬品購
入は難しい.意欲的な教員は地域の高校や大学に薬品
を分けてもらいに行っているが，一部の学校に限られ
ている現状教員養成大学や他の総合大学等に地域の
小学校全てに小分けできる必要最小限の薬品経費を州
教育局または国の教育省シェアが追加配当し，教員養
成大学等の大学に小学校教員がセミナーで参加する際
に，小学校長のレター持参で薬品を受け取るシステム
ができると，薬品がないから実験ができないという現
状を改善できる l 
!C:量的概念の定着のためのプロジェクト!
小学校低学年から生徒が量的概念に日常的に接する
ことができる環境づくりが，数学や理科の学習のベー
スとして欠かせない すべての教室に身長計を設置す
る・簡易の定規コンパス等を授業で活用等々
l D:関係者の連携・協同l
専門家プロジェクトと JICA理数科ボランテイア・
途上国の理数科教員の本邦での研修関係者の連携によ
30 
る現状課題の分析・協議と，課題を補完する追加支援
の重要性
(a) 教科書への副教材づくりの支援提案
(b) 初等教育第7-8学年の理数科カリキユラム・理
数科教科書への支援
改訂したばかりではあっても，具体的な内容の課
題や間違いの訂正について発信していく
(c) 教員養成大学でのカリキュラム・モジ、ュールへの
支援
(d) 狭い地域レベルでの理数科セミナー-トレーニン
グを恒常的に実施できるモデルづくり
(e) 教育学の担当教官へのセミナ一実施
(0実践力ある小学校現場の先生の本邦研修の実施と
ネットワークづくり
4.エチオピア滞在から見えてきた日本の課題
+r日本は本当に豊かなのか?J
「日本は先進国で豊かな国だろう」と何人もの同僚
から問いかけられたが・
① 子どもは学校や家庭で，実験設備が完備した環境
の中 実験道具は学校や親が用意手づくりで工夫
する場面は皆無に近い ブラックボ、ノクスの最先端
機器は操作できても，物づくりができなくなってい
る.
②大学進学に必要な経費が平均100万円/近くかか
る 骨エチオピアでは教員養成大学の学生は政府か
ら3口OBirr/月の支給を受け，学費は無料
③ 大学を出ても，正規職の仕事が見つかりにくい
少子化子どもを作りたくても，保育所・教育費の
ことを考えると二の足を踏む状況 ∞エチオピアで
は教員養成大学を出れば教員の職場が保障されてい
る
④ エチオピアの同僚の多くは， ヒロシマ・ナガサキ・
ミナマタ・フクシマの知識をもっ 日本が公害から
学んだことをどう伝えていくかが関われる 配属先
でのテレビニユースで，日本のフクシマ第lから放
射能汚染された水が垂れ流し状態になっていること
が大きく報道される 世界の海への放射性物質の放
出を食い止めないまま，再稼働や原発を輸出しよう
としたりしている日本はどうなっているのか?
開発途上国支援をする固としてふさわしい自己責
任の取り方を世界の人々に示すべきときが今 「お
どれる者は久しからず」である ここ 150年間の日
本の姿をとらえ返すことが求められる
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